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別紙様式 栗生小学校

平成２９年度全国学力・学習状況調査の

結果をふまえた指導改善策

Ⅰ 調査の概要

１．調査の目的

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

○上記のような取組みを通して、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立す

る。

２．調査の対象

小学校第６学年・義務教育学校第６学年の児童

３．調査の内容

（１）教科に関する調査（国語、算数）

・主として「知識」に関する問題（Ａ）

・主として「活用」に関する問題（Ｂ）

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

・児童に対する調査

・学校に対する調査

４．調査日時

平成２９年４月１８日（火）

Ⅱ 学力調査の結果【小学校・義務教育学校前期課程】

１．教科に関する調査結果（平均正答率※）

※平均正答率とは、｢児童の正答数の平均｣÷｢設問数｣の値を、％で表わしたものです。

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

全 国 74.8 57.5 78.6 45.9

広島県 77 61 81 47

府中市 78 62 83 48

栗生小学校 76 62 75 49
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２．調査問題の趣旨・内容

区

分
調査問題の趣旨・内容例

国
語
Ａ
（

問
）

15

基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題。

○互いの話を聞き、考えの共通点や相違点を整理しながら、進行に沿って話し合う。

○目的や意図に応じて、内容の中心を明確にして、詳しく書く。

○目的に応じて、文章の中から必要な情報を見付けて読む。

○ことわざの意味を理解して、自分の表現に用いる。

国
語
Ｂ
（
９
問
）

基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題。

○目的や意図に応じて、話の構成や内容を工夫し、場に応じた適切な言葉遣いで自分の

考えを話す。

○目的や意図に応じて、必要な内容を整理して書く。

○物語を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまとめる。

算
数
Ａ
（

問
）

15

基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題。

○１より小さい小数をかける乗法の問題間面を理解し、それぞれの数量が数直線上のどこ

に当てはまるかを選ぶ。

○任意単位による測定を基に比較しているものを選ぶ。

○円を使って正五角形をかくとき、円の中心のまわりの角を何度ずつに分割すればよいか

を書く。

○二次元表の合計欄に入る数を書く。

算
数
Ｂ
（

問
）

11

基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題。

○二つの数量の関係を一般化して捉え、そのきまりを記述する。

○料金の差を求めるために、示された資料から必要な数値を選び、その求め方と答えを記

述する。

○示された式の中の数値の意味を、表と関連させながら解釈し、それを記述する。

○身近なものに置き換えた基準量と割合を基に、比較量を判断し、その判断の理由を記

述する。
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３．調査結果にみられる特徴と課題及び今後の改善策

【国語】

◇…相当数の児童ができている点 ◆…課題のある点

特徴と課題

国語Ａ

◇ことわざの意味を理解して、自分の表現に用いることができる。

（本校 100 全国平均 83.6）

◆目的に応じて、文章の中から必要な情報を見付けて読むことができる。

(本校 50 全国平均 74.4)

国語Ｂ

◇目的や意図に応じて、話の構成や内容を工夫し、場に応じた適切な言葉遣いで自分の考えを話

すことができる。(本校 61.1 全国平均 48.4)

◆物語を読み、具体的な叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまとめることができる。

(本校 44.4 全国平均 43.7)

改善策

○目的に応じて、中心となる語や文を捉え、必要な情報を見付けて読む力の育成。

・ＮＩＥ教育に取り組み、目的に応じて、新聞から必要な情報を見付けて読む活動を仕組む。

・調べ学習の時は、「何のために調べるのか」「何について調べるのか」など、調べる目的や事柄を

明確にした上で、本や文章を選ばせる。

・自分が読んだ本や文章と比べたり、自分のもっている知識や情報、現実などと結び付けたりして、

自分の考えを深められるようにする。

・全体を大きくつかみ、字数を制限して書く場面を授業で仕組む。

○物語を読み、叙述を基に理由を明確にして、自分の考えをまとめることの指導。

・日常の読書において、叙述と自分の体験や他者の解釈を結び付けたりして、他の作品と比べたり

して読む指導を行う。

・複数の場面を比較したり、物語全体に広がっている複数の叙述を関係付けたりして読む授業を仕

組む。

・文と文を関連づけて考えさせ、どのような気持ちが想像できるかという授業展開をする。

→単元末テストおよび標準学力テストを行い、検証する。
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【算数】

◇…相当数の児童ができている点 ◆…課題のある点

特徴と課題

算数Ａ

◇二つの数の最小公倍数を求めることができる。

(本校 94.4 全国平均 86.2)
◆資料から、二次元表の合計欄に入る数を求めることができる。

(本校 44.4 全国平均 62.8)

算数Ｂ

◇示された考えを解釈し、数を変更した場合も同じ関係が成り立つことを、図に表現することがで

きる。（本校 88.9 全国平均 81.8）
◆割合を比較するという目的に適したグラフを選ぶことができる。

（本校 22.2 全国平均 29.3）

改善策

○合計欄の意味を理解し、資料を的確に分類整理できたかを判断することができるようにする指導。

・資料の整理の仕方や二次元表に示された数値が適切だったのかを、合計欄から確かめる活動を仕

組む。

・総合的な学習や社会科・理科などの他教科で、表を活用した活動を仕組む。

○様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて、適切なグラフを選択する指導。

・棒グラフ、帯グラフ、円グラフ、折れ線グラフなど、それぞれ学年でグラフの特徴を整理させる。

・新しいグラフの学習の際には、既習のグラフを想起させ、比較させることで、それぞれのグラフ

の特徴を捉えることができるように指導する。

・グラフを見るときの視点を教え分析的に考える力を育てる。

・目的に応じてグラフを選び、その理由を説明し合う活動を仕組む。

○数学的な考え方を育てる授業を行う。

・児童の考えを数学的な内容・方法・態度に分類し価値づける。

→単元末テストおよび標準学力テストを行い、検証する。



5

Ⅲ 学習状況調査の結果

１．学習状況調査（児童質問紙）の結果にみられる傾向

２．生活習慣・学習環境などに関する改善のポイント

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも高かった項目

・難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。（本校 94.4％ 全国平均 77.4％）
・自分には、よいところがあると思いますか。（本校 100％ 全国平均 77.9％）
・家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。（本校 88.9％ 全国平均 64.5％）
・家で、学校の授業の予習をしていますか。（本校 77.8％ 全国平均 41％）
・家で、学校の授業の復習をしていますか。（本校 94.4％ 全国平均 53.8％）
・今住んでいる地域の行事に参加していますか。（本校 88.9％ 全国平均 62.6％）
・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。

（本校 77.8％ 全国平均 42.3％）
肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも低かった項目

なし

・「自分にはよいところがある」「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している」と

答える児童の割合が高い。しかし、よりよい生活になるように主体的に考えたり、学

校・学級の諸問題ついて積極的に解決しようとしたりする姿は少ない。学校全体や学

級での活動の中で、より高い目標を設定させ、課題解決に臨むことで、本当の意味で

の自己肯定感や自己満足感の育成を図っていく。

・コミュニティー・スクールの取組みもあり、地域や社会をよくするために何ができる

か考えている児童の割合は高く、地域行事に参加する児童がとても多い。地域の方も

協力的で、様々な場面で協力をしてくださっている。しかし、行事への参加にとどま

っており、地域や社会に貢献しようと行動する姿は少ない。引き続き、総合的な学習

を中心に社会に開かれた教育課程の実現のため単元開発を行い、地域・社会に貢献で

きる児童を育てていく。

・家で、計画を立てて学習をしている児童の割合が高く、宿題や自主学習に取り組む児

童がほとんどである。しかし、自分の課題を正しく把握し、自分に合った課題設定の

できる児童は少ない。家庭学習の仕方や課題設定の仕方など指導し、家庭と連携しな

がら、自分に合った課題設定のできるようにしていく。


